
令和４年第３回 

海老名市農業委員会定例総会議事録 

                 日  時    令和４年３月２９日

                           １３時３０分～１４時４５分

                 会  場    海老名市役所 ６階議員全員協議会室



 1

令和４年第３回海老名市農業委員会定例総会

 令和４年３月２９日「令和４年第３回海老名市農業委員会定例総会」を議員全員協議会

室に招集した。招集委員は１４名、応召委員は１４名で次のとおりである。 

1番 深澤 伸治    2番  宮䑓 功      3番 清水 澄雄    4番 松島 淳一     

5番 鈴木 守    6番 小島 富士男  7番 波多野 寛    8番 市川 和美    

9番 竹内 章人  10番 新戸 和夫  11番 守屋 福夫    12番 金指 滿    

13番 二見 務    14番 大矢 美知子 

 また、出席した農地利用最適化推進委員は６名で次のとおりである。

15番 井上 勝  16番 鈴木 信一  17番 尾上 富夫  18番 小松 佐一 

19番 猪熊 克行 20番 齋藤 孝一

事務局の出席は次のとおりである。

 事務局長 中山 康一、主幹兼係長 草薙 砂織、主査 加藤 友彦 

会議事項は次のとおりである。

 日程第１ 議案第12号 農地法第３条の規定による許可申請について 

 日程第２ 議案第13号 引き続き農業を行っている旨の証明について（報告） 

 日程第３ 議案第14号 相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況確認について 

日程第４ 議案第15号 農用地利用集積計画（案）について「貸し借り」 

日程第５ 議案第16号 「令和５年度県農林業施策並びに予算に関する要望（案）」

及び「令和５年度農業税制改正要望事項（案）」について 

審議事項は次のとおりである。

  (１) 農地造成工事施工届出書について 

 (２) 農地転用届出による専決処分について 

会長が開会を宣言した。（開会の時間： 午後１時３０分） 

【議  長】 ただいまの出席委員は、１４名でございます。農地利用最適化推進委員６

名が出席していただいております。定足数に達しておりますので、会議は成
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立いたしました。 

次に、農業委員会会議規則第１３条第２項により議事録署名委員を指名さ

せていただきますが、ご異議ございませんか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】 ご異議なしということでございますので、７番委員、８番委員を指名させ

ていただきます。 

それでは、議案書３ページから５ページ、４．報告事項の（１）活動状況

について、（２）農地の異動状況について、（３）県許可の状況について、を

事務局から説明をお願いいたします。 

【事務局長】  （先月の活動状況、農地の異動状況、県許可の状況を報告した） 

【議  長】 ただいまの報告につきまして、何かご質問等がありましたらお伺いいた

します。ございませんか。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、報告事項ですので、この程度にさせていただきま

す。 

 本日は傍聴希望者がございます。傍聴につきましては、農業委員会会議

規則第１４条で委員会の会議は公開とすると規定されておりますので、許

可したいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしということですので、傍聴を許可いたします。傍聴人を入室

させてください。 

 暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 それでは、議案書６ページ、５．付議事項の日程第１、議案第１２号 

農地法第３条の規定による許可申請についてを議題といたします。 

 受付番号５について、事務局から提案説明をお願いいたします。 

【主  査】  受付番号５、申請地は、中新田■■■■■■■、台帳地目、田、現況

地目、田、■■■平米、譲受人は、厚木市■■■■■■■、■■■■、譲

渡人は、厚木市■■■■■■■、■■■■、権利の種類は、所有権の移
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転、目的は、世帯内贈与です。現地の案内図、写真は、資料１となってお

ります。 

【議  長】  続けて詳細説明をお願いいたします。 

【主  査】  ■■さんの農家世帯としての状況につきましては、■■■■さん、兄

の■■さん、父の■■さん、母の■■さんの４人が農業従事者だそうで

す。経営主につきましては、厚木市に確認したところ、令和４年の農家台

帳ではお父様の■■さんになっておりまして、■■さんも世帯員として登

録があるということです。農業への従事状況に関してですが、■■さんの

農業経験年数は１０年、農業従事日数は２００日、お兄さんの■■さんの

農業経験年数は１６年、農業従事日数は２００日、お父様、■■さんの農

業経験年数は３４年、農業従事日数は５０日、お母様の■■さんの農業経

験年数は３４年、農業従事日数は３０日だそうです。■■さんの世帯の現

在の農業経営面積は、自作地は田が■■■■平米、畑が■■■■平米、合

計、■■■■平米で、下限面積であります３０アールを超えております。

機械につきましては、トラクター１台、耕運機２台、３トントラック等を

所有しております。厚木市で発行されました耕作証明の添付もございます

し、機械の面、労働力の面、技術の面を見ても譲受人として特に問題ない

と思われます。そのほか、許可をすることができない場合が定められてい

る農地法第３条第２項各号に該当する項目はございません。この案件に関

して、特に問題ないと思われます。 

【議  長】  それでは、現地調査班の意見をお伺いいたします。２番委員。 

【２番委員】  昨日、第４班、５名で現地調査を実施いたしました。現地の状況は、

資料の写真ではまだ耕耘前の状況ですけれども、現在のところ、きのうの

段階では、きれいに耕耘されていて、非常に管理ができて、特に支障はな

いのかなというふうに感じました。 

【議  長】  それでは、受付番号５について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  本案は、市外在住の耕作者の世帯内贈与ですが、地区委員から何かご
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ざいますでしょうか。 

【７番委員】  本件につきましては、議案書で初めて知ったことでありまして、地区

の農業委員として押印など行っておりません。したがいまして、特にコメ

ントはございません。 

【議  長】  ほかにないようでしたら、受付番号５について、採決をさせていただ

きます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、許可相当とさせていただきます。 

 次に、議案書７ページ、日程第２、議案第１３号 引き続き農業を行っ

ている旨の証明について（報告）を議題といたします。 

 本案は、専決処分で、引き続き証明書を発行したことについて報告し、

了承を求めるものでございます。 

 受付番号４について、事務局から説明をお願いいたします。 

【主  査】  まず、今回の報告とさせていただいた理由につきましては、■■さん

が失念していたということで、総会承認後の発行では間に合わないという

状態になっておりましたので、現地を確認いたしまして、事務局より証明

を専決で発行させていただきましたので、報告とさせていただきました。 

 受付番号４、被相続人は、本郷■■■■■■、■■■、相続人は、本郷

■■■■■■、■■■、引き続き農業を行っている期間は、平成３１年３

月２７日から令和４年３月１６日までです。特例農地等の明細ですが、本

郷字■■■■■■■、現況地目、畑、登記簿地目、畑、農業振興地域内、

■■■■平米、ほか■■筆、議案書のとおりでございまして、合計、■■

■■■■平米でございます。事務局で３月１４日に現地調査をしたとこ

ろ、農地として適正に管理されておりまして、特に問題ないと思われま

す。 

【議  長】  それでは、受付番号４について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号４の専決処分については了承としたいと

思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 



 5

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、了承といたします。 

 次に、議案書８ページから１１ページ、日程第３、議案第１４号 続税

の納税猶予に係る特例農地等の利用状況確認についてを議題といたしま

す。 

 受付番号１について、事務局から提案説明をお願いいたします。 

【主  査】  受付番号１、相続人は、大谷■■■■■■■■■■、■■■■、相続

開始年月日が、平成１３年１１月３０日、特例農地等の明細につきまして

は、大谷字■■■■■■■、現況地目、田、登記簿地目、田、■■■■平

米、ほか■筆、議案書のとおりでございまして、全て市街化調整区域内の

農地でございます。これらの農地につきまして、事務局で３月１４日に現

地調査をいたしましたが、全て良好に管理されておりましたので、特に問

題ないと思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号１について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようでございますので、受付番号１について、採決

をさせていただきます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、承認といたします。 

 続きまして、議案書９ページから１０ページ、受付番号２について、事

務局から提案説明をお願いいたします。 

【主  査】  受付番号２、相続人は、中河内■■■■■■、■■■■■、相続開始

年月日が、平成１３年１０月１３日、特例農地等の明細につきましては、

中河内字■■■■■■、現況地目、田、登記簿地目、田、■■■平米、ほ

か■■筆、議案書のとおりで、全て市街化調整区域内の農地でございま

す。これらの農地につきましては、事務局で３月１４日に現地調査をいた

しましたが、全て農地として適正に管理されておりましたので、特に問題
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ないと思われます。 

【議  長】  受付番号２について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようでございますので、受付番号２について、採決

をさせていただきます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、承認といたします。 

 続きまして、議案書１１ページ、受付番号３について、事務局から提案

説明をお願いいたします。 

【主  査】  受付番号３、相続人は、国分南■■■■■■■■、■■■■、相続開

始年月日が、平成１３年１１月７日、特例農地等の明細につきましては、

門沢橋■■■■■■■、現況地目、田、登記簿地目、田、■■■平米、ほ

か■筆、議案書のとおりで、全て市街化調整区域内の農地でございます。

これらの農地につきまして、事務局で３月１４日に現地調査をいたしまし

たが、全て農地として適正に管理されておりましたので、特に問題ないと

思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号３について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようでございますので、受付番号３について、採決

をさせていただきます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、承認といたします。 

 次に、議案書１２ページ、日程第４、議案第１５号 農用地利用集積計

画（案）について「貸し借り」を議題といたします。 
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 受付番号２０について、事務局から提案説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  農業経営基盤強化促進法に基づく農地の貸し借りについて、当事者

より申出がありましたので、農用地利用集積計画（案）を上程します。こ

の審議を経て、海老名市に対して計画（案）を送付しまして、農用地利用

集積計画を定めるよう要請します。海老名市は、それに基づき、農用地利

用集積計画を作成し、その公告があったときに権利の設定の効果が生じま

す。海老名市では、この貸し借りの期間につきまして、便宜上、全ての終

期を１２月末としております。 

 それでは、受付番号２０、借り手は、本郷■■■■■■■■、■■■■

■■会社、代表社員■■■■、なお、■■■■■■は、今までも借り手と

して何度か計画を提出していますが、このたび、秦野市から拠点を本郷に

移転したそうです。貸し手は、本郷■■■■■■、■■■■、貸し借りす

る農地は、本郷字■■■■■■■■■、現況地目、畑、■■■平米、■

筆、貸し借りの種類は、使用貸借権の設定、利用目的は、普通畑、貸し借

りの期間は、令和４年４月１日から令和６年１２月３１日までの３年間で

す。こちら、農業振興地域内、１件の新規の計画となります。この案件に

つきまして、３月１０日に事務局で現地確認をいたしましたが、現地は農

地として適正に管理されておりました。また、借り手は農家で、農家との

農用地集積計画法定要件が定められている農業経営基盤強化促進法第１８

条第３項の各要件を満たしており、特に問題ないと思われます。 

【議  長】  受付番号２０について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようでございますので、受付番号２０について、採

決をさせていただきます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、承認といたします。 

 暫時休憩といたします。 
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（農政課より一般社団法人海老名市農業支援センターの説明） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 受付番号２１から２３ですが、お諮りいたします。 

 借り手は、将来にわたる海老名の農業振興及び農地保全を図る目的でこ

のほど発足しました、海老名市副市長が代表理事となっている一般社団法

人、新規就農者とは性質が異なり、借り手ですが、通常行っている借り手

のプレゼンテーションは行わず、３件を一括して審議したいと思います

が、ご異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。それでは、受付番号２１から２３について、事

務局から一括して提案説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  受付番号２１、２２、２３を一括して説明させていただきます。 

 受付番号２１、借り手は、勝瀬１７５番地の１、一社海老名市農業支援

センター、代表理事萩原圭一、貸し手は、上郷■■■■■■■■■、■■

■■、貸し借りする農地は、上郷字■■■■■■■、現況地目、畑、■■

■平米、■筆、貸し借りの種類は、賃借権の設定、利用目的は、普通畑、

貸し借りの期間は、令和４年４月１日から令和６年１２月３１日までの３

年間です。こちら、農業振興地域内、１件の新規の計画となります。この

案件につきましても、３月１０日に事務局で現地確認をいたしましたが、

現地は農地として適正に管理されておりました。また、借り手は新規就農

ではありますが、農家で、農家との農用地集積計画の法定要件が定められ

ている農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、

特に問題ないと思われます。 

 引き続きまして、受付番号２２、借り手は、同じく一社海老名市農業支

援センター、議案書のとおり、貸し手は、中河内■■■■■■、■■■

■、貸し借りする農地は、中河内字■■■■■■■、現況地目、畑、■■

■平米、ほか■筆、貸し借りの種類は、使用貸借権の設定、利用目的は、

普通畑、貸し借りの期間は、令和４年４月１日から令和６年１２月３１日

までの３年間です。こちらも農業振興地域内、２件の新規の計画となりま

す。この案件につきましても、３月１０日に事務局で現地確認をいたしま
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したが、現地は農地として適正に管理されておりました。また、借り手は

同じく新規就農でございますが、農用地集積計画の法定要件が定められて

いる農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、特

に問題ないと思われます。 

 続きまして、受付番号２３、借り手は、同じく一社海老名市農業支援セ

ンター、議案書のとおり、貸し手は、東京都大田区■■■■■■■■■■

■、■■■■■、貸し借りする農地は、中河内字■■■■■■■、現況地

目、畑、■■■平米、ほか■筆、貸し借りの種類は、賃借権の設定、利用

目的は、畑、貸し借りの期間は、令和４年４月１日から令和６年１２月３

１日までの３年間です。農業振興地域外、２件の新規の計画となります。

この案件につきましても、３月１０日に事務局で現地確認をいたしました

が、現地は農地として適正に管理されておりました。また、借り手は農家

で、同じく新規就農者で、農家との農用地集積計画の法定要件が定められ

ている農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、

特に問題ないと思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号２１から２３について、一括して質疑をお受けい

たします。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、一括して意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようでございますので、受付番号２１から２３につ

いて、一括して採決をさせていただきます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、受付番号２１から２３については、一

括して承認といたします。 

 次に、議案書１３ページ、日程第５、議案第１６号 「令和５年度県農

林業施策並びに予算に関する要望（案）」及び「令和５年度農業税制改正

要望事項（案）」についてを議題といたします。 

 事務局から提案説明をお願いいたします。 
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【事務局長】  それでは、私からご説明させていただきます。 

 本案については、海老名市では例年、農政小委員会で原案を決定し、原

案を定例総会で審議し、決定した内容を県農業会議へ提出し、県農業会議

で他の農業委員会からの要望を含めた調整を行った上で、県知事に対し要

望する形となっております。しかしながら、去年もそうだったのですが、

本年については、まん延防止等重点措置の適用期間内であることなどを考

慮し、農政小委員会を開催せず、事務局の案に直接委員が追加、変更を加

えた案を定例総会でご審議いただくよう、小委員会のほうからあらかじめ

ご了承をいただいたところでございます。追加、変更の期限は３月４日、

金曜日までとさせていただきましたが、期限までに追加、変更がございま

せんでしたので、事務局案のまま本日の総会へ提案させていただくもので

ございます。 

 それでは、議案第１５号別紙資料のまず表面、１ページをご覧になって

ください。令和５年度農林業施策並びに予算に関する要望として、左側か

ら読みますが、検討項目（２）農地利用の最適化の推進に関し、農地情報

公開システムの円滑な運用と、ｅＭＡＦＦ地図への移行のための支援を要

望項目としてご提案させていただきました。農地法では、農業委員会は農

地に関する情報の活用の促進に資するよう、農地台帳のほか、農地に関す

る地図を作成し、これをインターネットの利用その他の方法により公表す

るものとするとされています。 

 もっと平たく言いますと、農業委員会は、農地台帳情報を電子地図情報

としてインターネットで公表せよということでございます。現在は全国農

業会議が管理運営するホームページ、全国農地ナビ、これはインターネッ

トをご覧になれる方は、お帰りいただいてパソコンで検索していただく

と、こういうホームページがございます。このように電子地図情報が公表

されておりまして、海老名市なら海老名市を見ますと、筆ごとに情報が閲

覧できるようになっています。各農業委員会と全国農地ナビの間での農地

台帳情報のやり取りは、農業委員会の側から、農地情報公開システムなる

ものを使って行われております。そして、近々の話になっておりますが、

全国農地ナビは、このｅＭＡＦＦ農地ナビに変更される予定になっており
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ます。 

 このｅＭＡＦＦ農地ナビというのを、以下ｅＭＡＦＦ地図と言います

が、このｅＭＡＦＦ地図と、先ほどお話しした農地情報公開システムとの

連携が各農業委員会で急がれているところなのですけれども、多くの農業

委員会においてこの作業が進んでいないという状況になっています。 

 大まかにその理由を整理いたしますと、農地台帳情報をインターネット

の領域へ移行すること、それから、新しいｅＭＡＦＦ地図導入への不安が

あることに問題が大別されておりまして、さらにその詳細については、各

農業委員会で農地台帳を様々な電子データで持っているということで、こ

れを変換しないと移行できない。ちなみに海老名市の場合は小字データの

変換が必要になっております。それから、新しいｅＭＡＦＦ地図が導入さ

れますと、移行時及びその後の維持管理、具体的に言いますと、農業委員

会側の機器、ソフトウエア、データバックアップなどのコストに不安があ

るという具合に整理できます。 

 さらに言えば、これが国の補助金とか来るわけではなくて、農業委員会

で独自の予算、市の予算を組んでやらなければいけないのですけれども、

農地情報公開システムの円滑な運用と、新しいｅＭＡＦＦ地図への移行に

一定のコストを投入することについて、システムと地図の成果を享受でき

る住民が少ないことなどを理由に、各自治体の財政当局が非常に消極的で

あるということが上げられます。 

 そこで、知事を通じて要望したいのは、ｅＭＡＦＦ地図と農地情報公開

システムの早期連携を図るため、各農業委員会のニーズに応じて農地台帳

情報のインターネット領域への移行と、新しいｅＭＡＦＦ地図導入に対す

る経済的、技術的な支援を行うよう要望いたしたいと、補助金、あるいは

交付金を出していただく、あるいは職員ではコンピューターの知識があま

りございませんので、そういったものに強い方を派遣していただく等を要

望したいということでございます。 

 次に、裏面をご覧になってください。令和５年度農業税制改正要望事項

（案）でございますが、これについては、左側から読みますと、２列目に

なりますが、農林漁業用輸入Ａ重油にかかる石油石炭税の免税措置及び農
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林漁業用国産Ａ重油にかかる石油石炭税相当額の還付措置適用期限を３年

程度延長願いたいという内容を提案させていただきました。 

 ちょっと難しく書いてしまったのですけれども、Ａ重油は施設園芸用ボ

イラー燃料として不可欠な生産資材でございまして、聞くところによれ

ば、施設園芸経営費の２、３割を占めるというような状況になっておりま

す。その価格が高振れいたしますと経営に大きな支障をもたらすものでご

ざいます。他方、Ａ重油の価格については、今、戦争も起きておりますけ

れども、そういうことが起こったりしますと、地政学的なリスクや、為替

や国際的な商品状況に非常に影響を与えてくるところなのですが、現在の

ところは高騰し続けているということで、施設園芸農家が安定した価格で

供給を受けられる見通しが全国的にはやっぱり立っていないのではないか

ということでございます。 

 既にＡ重油に関しては、施設園芸農家が入手する前の段階で、免税とか

還付措置が実施されていまして、これは有効に機能しているところなので

すけれども、この特別措置については、聞くところによりますと、来年の

３月３１日で終了と伺っていると、国際情勢の良化や新型コロナウイルス

感染症蔓延の終息がいまだ見通せない中で、施設園芸作物の安定的な供給

を図るためには、生産資材として重要な位置づけをされているＡ重油にか

かる免税還付措置をさらに３年程度はやっぱり延長してほしいということ

で、その旨を要望するものでございます。 

 大変長くなりましたが、私からの説明は以上になります。 

【議  長】  それでは、税制改正以外の要望内容と税制改正要望とを一括して質疑

をお受けしたいと思います。質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、一括して意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようでございますので、一括して採決をさせていた

だきます。 

 提案した「令和５年度県農林業施策並びに予算に関する要望（案）」及

び「令和５年度農業税制改正要望事項（案）」について賛成の方の挙手を
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求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのように決しました。 

 次に、議案書１４ページ、６．そのほか、法に基づく許認可等の審議に

よらない案件の（１）農地造成工事施工届出書についてを案件といたしま

す。 

 受付番号２について、事務局から説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  農地造成は、農地の切土、盛土等によって農地等の形質を変更する

ことを言いますが、海老名市では、軽易な農地造成を行う場合には、海老

名市農地造成工事指導要綱に規定する届出を出していただくこととしてい

ます。具体的には、1,000平米以下で、高さ１メートル以下の盛土、切土

であって、耕作の中断期間が３か月以下のものについてがこの手続の対象

です。 

 受付番号２、申請地は、中河内字■■■■■■■■、現況地目、畑、登

記簿地目、田、■■■平米、農用地区域内の田です。土地所有者は、中河

内■■■■■■、■■■■、施工業者は、座間市■■■■■■■■■■

■、■■■■、■■■■、申請地を畑として利用するための畑から畑への

盛土の届出です。盛土は、綾瀬市吉岡の圃場の土を使います。申請地の地

図は、資料２－１と資料２－２となっております。 

 資料をご覧ください。資料２－１には現地の写真と場所、資料２－２に

は計画図、平面図をお配りしております。資料２－２、計画図、平面図を

ご覧ください。Ａ３サイズを縦にしてご覧いただきまして、上が北、下が

南でございます。西側の道路から出入りをし、及び土の搬入を行います。

上の図Ａ～Ａ’断面図が東西、Ｂ～Ｂ’、Ｃ～Ｃ’、Ｄ～Ｄ’が南北となっ

ております。隣接地からそれぞれ３０センチメートルセットバックし、盛

土した土と併せて表土とするそうです。最終的な高さは道路と同じ高さと

するということになっております。四方はのり面処理ということだそうで

す。隣地の同意も得ており、特に問題ないと思われます。 

【議  長】  地区委員の意見をお伺いいたします。17番委員。 

【17番委員】  この土地は、先月、農地造成の申請がされた水田の隣になりますけれ
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ども、また、以前から水はけが非常に悪い土地でして、盛土をしたいとい

う相談がありました。このたび、隣の田んぼが盛土をされるということ

で、それをきっかけに農地造成の届出がされたというものでございます。

特に問題ありません。 

【議  長】  現地調査班の意見をお伺いいたします。２番委員。 

【２番委員】  昨日、現地調査を実施いたしました。現場に行きましたら、今、地元

の17番委員のほうからお話がありましたとおり、隣の田んぼが既に埋立て

をちょうどしている最中でございました。その土と同じような形で盛られ

るのかと思っておりますけれども。ただ、この申請地は東西に細長い土地

で、東側と西側には水路、用排水があります。それよりも、ずっと高く盛

られるような計画ですので、その際に、計画断面図の中で、Ａ～Ａ断面に

当たるところですけれども、市道側のほうと永池川の側道の道路との側に

水路があります。それから３０センチ平らなところをつくって、それから

のりにするという計画になっていますけれども、際まで土が来ると確実に

水路の中に土砂が流れ込んでしまいますので、この辺のところは仕上がり

具合を含めて十分に、届出ですけれども、確認ができるようにしておいて

いただきたいということをお願いしたいと思います。 

【議  長】  それでは、受付番号２について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、農地造成の届出については了承としたいと思いま

すが、ご異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、了承といたします。 

 次に、議案書１５ページから１６ページ、（２）農地転用届出による専

決処分についてを案件といたします。 

 １５ページの農地法第４条の受付番号３から６、１６ページの農地法第

５条の受付番号７から１０、合わせて８件について、事務局から一括して

説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  農地を転用する場合、転用目的で権利を設定、移転する場合には、

原則として県知事の許可を受けなければならない旨、規定されています
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が、市街化区域内の農地をあらかじめ農業委員会に届け出て転用する場合

には、許可を要しないこととなっています。それを定めているのが農地法

第４条第１項第８号と農地法第５条第１項第７号です。 

 議案書１５ページをご覧ください。農地法第４条第１項第８号の規定に

よる届出です。届出期間につきましては、令和４年２月１日から２月２８

日までの間に届出がされたものです。受付番号３から６の４件で、田、０

平米、畑、2,482平米、合計、2,482平米です。 

 続きまして、議案書の１6ページをご覧ください。農地法第５条第１項

第７号の規定による届出です。届出期間につきましては、令和４年２月１

日から２月２８日までの間に届出がされたものです。受付番号７から１０

までの４件で、田、878.08平米、畑、６６７平米、合計、1,545.08平米で

す。これらにつきまして、専決処分で受理したことを一括して報告いたし

ます。 

【議  長】  それでは、一括して質疑をお受けいたします。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、一括して了承とさせていただきたいと思います

が、ご異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、一括して了承といたします。 

 次に、７．その他について、委員の皆様から何かございますでしょう

か。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  事務局から何かございますでしょうか。 

【事務局長】  ございません。 

【議  長】  ないようですので、本日の定例総会は終了といたします。 

 長時間、ありがとうございました。 


